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ヒルゲート夜話市民講座についてのお知らせ 

※講座の予定・定員等については、変更が生じること
があります。ギャラリーの webサイト等でご確認く
ださいませ。お電話での問い合せも承っております。

　　　　　　　ギャラリーヒルゲート webサイト→

全て 参加費1,000円 (学生500円 )(ヒルゲート倶楽部会員は5％off）　定員35名（要予約）　ギャラリー1Ｆ

★ 廣石 修 （安野光雅美術館元副館長・森鴎外記念館元館長）
    松原 茂 （「安野光雅未公認サイト」運営者）
    人見 ジュン子  （ギャラリーヒルゲート代表）
　　 「安野光雅先生の思い出
            ―裏方で仕事をした私たちにとっての安野先生」
　　3月14日（土） 18：30～20：00
　　
★ 松原 龍一 （新居浜市美術館長・元京都国立近代美術館副館長・美術史家） 
　　 「工藝のはなし」
　　3月21日（土） 18：30～20：00

★ 田島 征彦 （絵本作家・染色家） 
　　 「疎開船対馬丸沈没」
　　4月18日（土） 18：00～19：30

3/10(火)～3/15(日)   安野光雅 生誕100年展 開催中 

3/17(火)～3/22(日)　第4回 小間SIZEKOGEI展 開催中 

4/14(火)～4/26(日)   個展 開催中（4/20休）

★ 髙木 すえ子 （絵本案内人） 
　　「『とっておきの絵本
　　　ー絵本作家に魅せられて』誕生秘話」
　　 4月23日（木） 18：30～20：00
　　

★ クロストーク 中林 忠良・野田哲也・星野 美智子・柳澤 紀子  
　　司会 木村 秀樹 （京都市立芸術大学名誉教授） 
　　 「21900…の HANGA」
　　5月9日（土） 18：00～19：30

5/5(火)～5/17(日)   4人展 開催中（5/11休）

★ リレートーク  「吉田 ルイ子さんの思い出」

6/16(火)～6/21(日)   吉田ルイ子没後二年展 開催中

トーク終了後、ささやかなパーティーを予定しています。

　1957年大阪生まれ。今江祥智氏に師事。縁あって大型書店の児童書
担当として巡り、現在も絵本案内人髙木すえ子として奔走中。2026年
1月『とっておきの絵本ー絵本作家に魅せられて』リーブルより発刊。
1997年　子どもの本オアシスの会　第一回受賞（岩波書店・こぐま
社・童心社・福音館書店合同）2019年　第7回ブロンズ新社書店大賞
第一回リスペクト賞受賞。

城島 徹 （元毎日新聞記者） 

6月16日（火） 18：00～20：00

豊田 勇造 （シンガーソングライター） 

中澤 まゆみ （ノンフィクションライター）

　安野先生の故郷、津和野町の職員として、安野美術館設
立の準備段階から手掛け、様々な企画で先生の活動を支え
られた廣石さん。安野先生が「僕より、僕の仕事をよく
知っている」と言われた松原さん。そして、何故か’95年
以来たくさんの作品を託されたギャラリーヒルゲート。そ
れぞれに異なる関わり方の視点から「安野先生」という大
きな存在の姿を探ってみたいと思います。

　京都国立近美では数々の工藝に関わる展覧会を企画し、昨年京都市
京セラ美術館で開催された「民藝誕生100年―京都が紡いだ日常の
美」展も企画監修された松原先生。
豊かな経験に基づく貴重なお話に乞うご御期待！です。

　『じごくのそうべえ』他多くの絵本を創られた田島先生。その中に
は「戦争」「沖縄」をテーマにした作品も多くあります。「対馬丸」
のことは長年心にかけて取材をつづけてこられました。
はたしてその取材の過程はどんなものだったのでしょう？

★ 甲斐 扶佐義 （写真家） 
　　 「写真事始め・ほんやら洞事始め」
　　5月1日（金） 18：00～19：30

　戦後日本の版画界を牽引してこられた4人の先生方が、2024年に
引き続き現在の思いをお話しくださいます。「21900」とは60年
にわたる制作の日々の数を表した数字です。司会をして下さるのは
4人の先生方と同じく国際的に活躍される版画家の木村秀樹先生。
前回のトークを客席で聴いて下さった木村先生が新たな切り口で
4人の作家の制作の真髄を引き出して下さることでしょう。

　’60～’80年代、女性フォトジャーナリストの草分けとしてNYのハーレム
やアパルトヘイトに揺れる南アフリカ等、世界の熱い現場を撮り続けられ
た吉田ルイ子さん。NYで出会って以来、晩年の闘病生活も支え続けられ
た中澤さん、特派員として海外でも行動を共にされた城島さん、NYで憧
れのボブ・マーリーを紹介してもらったという豊田さん。三人がルイ子
さんとの思い出とともに、貴重な時代の証言をして下さいます。

4/28(火)～5/3(日)   個展 開催中

　1968年、世界中で巻き起こった「スチューデントパワー」のさ中に
同志社大学に入学した甲斐さん。『ほんやら洞』を運営しながら「出
町」周辺を歩き回り、撮り続けた市井の人々、街の姿。そこにはどんな
出会いがあったのでしょう。


